
後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」

福

山

泰
　
　
男

　
（
中
国
文
学
）

　
後
漢
末
・
建
安
文
学
を
形
づ
く
る
様
々
な
要
因
を
考
え
る
時
に
見
落
と
せ
な

い
の
が
、
「
女
性
」
の
存
在
で
あ
る
。
女
性
の
様
々
な
姿
・
境
遇
は
、
建
安
文
学

が
特
に
関
心
を
寄
せ
る
表
現
対
象
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
注
意
を

払
い
た
い
の
は
、
女
性
の
作
者
名
を
冠
し
た
文
学
創
作
が
、
後
漢
中
期
、
和
帝

（
八
九
～
一
〇
五
）
時
に
活
躍
し
た
班
昭
の
頃
か
ら
目
立
ち
は
じ
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
た
と
え
ば
察
淡
の
作
品
真
偽
論
や
、
作
者
を
女
性
に
擬
す
る
例
が

ま
ま
見
ら
れ
る
『
玉
蔓
新
詠
』
①
の
よ
う
な
説
伝
が
あ
り
、
女
性
の
著
作
を
文
学

史
に
正
当
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
は
困
難
も
と
も
な
う
。
ま
た
作
者
が
女
性
か

男
性
か
に
関
わ
り
な
く
、
女
性
が
女
性
の
視
点
か
ら
ど
う
描
か
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
小
論
で
は
、
そ
の
よ
う
な
両
面
の
課
題
を

も
つ
「
女
性
」
に
つ
い
て
②
、
そ
れ
が
建
安
文
学
の
形
成
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

　
　
　
後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
1
福
山

て
い
る
の
か
、
ご
く
大
雑
把
な
見
通
し
を
の
べ
た
い
。

　
胡
文
楷
『
歴
代
婦
女
著
作
考
』
③
は
、
女
性
に
よ
る
著
作
活
動
の
歴
史
を
詳
細

に
た
ど
り
、
正
史
芸
文
志
・
各
省
通
志
・
州
県
志
・
蔵
書
目
録
題
践
・
詩
文
総

集
・
詩
話
筆
記
等
か
ら
採
録
し
た
、
漢
魏
か
ら
近
代
ま
で
四
千
余
家
の
女
性
作

家
を
著
録
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
大
部
分
を
し
め
る
の
は
清
代
以

後
の
著
作
で
あ
り
、
正
史
の
図
書
目
録
や
『
四
庫
提
要
』
に
載
せ
ら
れ
る
女
性

の
著
述
は
少
な
い
。
今
、
正
史
の
図
書
目
録
に
お
け
る
女
性
の
著
述
を
あ
ら
た

め
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
女
性
の
著
作
家
は
、
「
階
志
」
④
か
ら
目
録
に
見
え
は

じ
め
る
。
以
下
適
宜
列
挙
す
る
。
（
◇
は
男
性
の
集
。
）
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「
漢
成
帝
班
捷
好
集
一
巻
」
・
同
注
「
班
昭
集
三
巻
」
・
〈
「
後
漢
黄
門
郎
丁
虞

集
一
巻
」
〉
注
「
後
漢
黄
門
郎
秦
嘉
妻
徐
淑
集
一
巻
」
・
同
注
「
後
漢
董
祀
妻
察

文
姫
集
一
巻
」
・
同
注
「
傅
石
甫
妻
孔
氏
集
一
巻
」
・
「
奮
江
州
刺
史
王
凝
之
妻
謝

道
鯛
集
二
巻
」
・
同
注
「
蒼
司
徒
王
渾
妻
鍾
夫
人
集
五
巻
」
・
同
注
「
晋
武
帝
左

九
娯
集
四
巻
」
…
（
以
下
略
。
晋
代
は
、
十
二
集
列
記
）
。
宋
以
後
で
は
、
〈
「
宋

司
徒
衰
粟
集
十
一
巻
」
〉
注
「
婦
人
牽
氏
集
一
巻
」
・
同
注
「
宋
後
宮
司
儀
韓
蘭

英
集
四
巻
」
・
「
梁
太
子
洗
馬
徐
俳
妻
劉
令
燗
集
三
巻
」
・
「
劉
子
政
母
祖
氏
九

巻
」
に
と
ど
ま
る
。

　
こ
の
他
、
「
階
志
」
総
集
類
は
、
婦
人
の
著
作
に
関
わ
る
と
見
な
さ
れ
る
、
「
婦

人
集
二
十
巻
」
・
同
注
「
婦
人
集
三
十
巻
、
般
淳
撰
」
・
同
注
「
婦
人
集
十
一
巻
」
・

「
雑
文
十
六
巻
」
を
著
録
す
る
⑤
。
以
上
に
比
し
て
、
新
奮
の
「
唐
志
」
に
著
録

さ
れ
る
女
性
別
集
は
零
細
で
あ
る
。
か
つ
、
「
階
志
」
に
所
収
の
「
曹
大
家
（
班

昭
）
集
」
・
「
鍾
夫
人
集
」
は
じ
め
六
朝
以
前
の
作
家
を
採
録
し
た
七
、
八
家
に

と
ど
ま
り
、
唐
代
の
女
性
作
者
は
新
薔
「
唐
志
」
に
一
人
も
著
録
さ
れ
て
い
な

い
。
他
に
、
「
奮
唐
志
」
は
、
集
部
に
「
婦
人
詩
集
二
巻
」
、
「
新
唐
志
」
の
方
は
、

総
集
類
に
「
顔
竣
撰
、
婦
人
詩
集
二
巻
」
・
「
般
淳
撰
、
婦
人
詩
集
三
十
巻
」
を

著
録
す
る
。

　
「
宋
志
」
に
な
る
と
、
別
集
類
に
載
せ
ら
れ
る
女
性
の
著
作
は
「
魚
玄
機
詩

集
一
巻
」
の
み
。
「
宋
志
」
で
は
他
に
、
子
部
道
家
類
に
「
二
女
」
・
「
南
嶽
夫
人
」
・

「
玄
女
」
等
の
道
教
の
神
女
の
名
を
冠
し
た
道
家
の
著
作
も
散
見
さ
れ
る
。

　
以
上
と
は
対
照
的
に
、
「
明
志
」
は
、
別
集
類
に
「
閨
秀
」
の
項
目
を
設
け
、

「
安
福
郡
守
桂
華
詩
集
」
以
下
三
十
二
家
の
女
性
の
別
集
を
著
録
す
る
。
こ
の

こ
と
は
、
明
代
に
お
け
る
出
版
文
化
の
隆
盛
、
文
芸
受
容
層
の
拡
大
と
相
侯
っ

て
、
女
性
に
よ
る
文
芸
作
品
の
公
表
も
次
第
に
活
発
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示

唆
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
「
閨
秀
」
に
女
性
を
集
め
る
の
は
、
そ
れ
ら
を
男
性
の

著
作
と
は
別
の
周
縁
的
な
枠
組
で
捉
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
四
庫
提
要
』
に
は
女
性
の
著
作
目
録
は
皆
無
に
等
し
く
、
集
部
詞
曲
類
に

「
漱
玉
詞
一
巻
、
宋
、
李
清
照
撰
」
⑥
が
唯
一
著
録
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
清
代
以
降
の
著
作
目
録
で
は
『
販
書
偶
記
』
が
参
照
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
集
部
別
集
類
の
「
閨
秀
の
属
」
に
百
二
十
三
家
、
総
集
類
の
「
閨
秀
の
属
」

に
十
八
家
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
出
版
状
況
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
図
書
目
録
の
ほ
か
、
『
郡
斎
読
書
志
』
等
の
私
家
蔵
書
目
録
に

お
い
て
も
、
唐
宋
以
前
の
女
性
の
著
作
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
も
と
よ
り
す
べ

て
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
目
録
を
見
る
限
り
、
唐
宋
以
前
で
は
、
漢

末
魏
晋
に
お
け
る
女
性
の
著
作
が
比
較
的
多
い
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
晋
代
は

女
性
作
家
の
存
在
が
目
立
っ
て
い
る
⑦
。

　
さ
ら
に
、
晋
代
の
女
性
作
家
は
、
左
券
（
左
九
嬢
）
を
は
じ
め
お
お
む
ね
新

奮
の
「
唐
志
」
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
建
安
文
学
を
構
成
す
る
重
要

な
作
家
と
思
わ
れ
る
「
寡
婦
賦
」
の
作
者
、
丁
虞
の
妻
の
よ
う
に
、
「
階
志
」
に

著
録
さ
れ
て
い
な
い
作
家
も
い
る
。
ま
た
、
建
安
時
代
の
察
淡
・
徐
淑
・
傅
石

一24一



甫
の
妻
孔
氏
は
、
「
階
志
」
以
後
の
目
録
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。

　
図
書
目
録
の
上
か
ら
見
る
と
、
晋
代
の
女
性
作
家
は
、
作
家
の
数
が
比
較
的

多
い
点
お
よ
び
そ
れ
ら
が
後
代
に
継
承
さ
れ
る
度
合
か
ら
い
っ
て
、
女
性
の
著

作
の
歴
史
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
位
置
を
し
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
唐
宋
以
前
は
、
明
代
に
比
す
れ
ば
女
性
作
家
の
数
が
少
な
く
、
相
対
的
に
見

れ
ば
六
朝
以
前
の
女
流
の
比
重
が
大
き
い
。
な
お
そ
の
事
実
と
関
連
し
て
補
足

す
べ
き
点
が
あ
る
。
劉
向
『
列
女
傳
』
が
、
曹
大
家
注
本
を
含
め
て
六
朝
時
代

に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
「
階
志
」
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

子
部
儒
家
類
に
は
、
「
女
篇
」
・
「
婦
人
訓
誠
集
」
・
曹
大
家
「
女
誠
」
・
「
貞
順

志
」
・
杜
預
「
女
記
」
等
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
女
訓
書
は
、
漢
代

の
「
列
女
傳
」
・
「
女
訓
」
以
来
の
伝
統
的
女
性
規
範
で
あ
り
、
新
奮
「
唐
志
」

で
も
そ
れ
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
「
薔
唐
志
」
は
、
史
部
雑
傳
類
の
「
列
女
傳
」

以
下
一
六
家
の
他
、
子
部
儒
家
類
に
も
「
女
誠
一
巻
」
・
「
女
則
要
録
十
巻
」
等

が
あ
り
、
「
新
唐
志
」
は
、
史
部
雑
傳
記
類
に
「
劉
向
列
女
傳
」
・
「
曹
植
列
女
傳

頒
一
巻
」
・
「
諸
葛
亮
貞
禦
記
一
巻
」
等
の
「
女
訓
十
七
家
」
を
著
録
す
る
⑧
。

　
一
方
、
「
宋
志
」
史
部
、
傳
記
類
に
著
録
さ
れ
る
女
訓
書
は
、
「
劉
向
古
列
女

傳
九
巻
」
・
「
班
昭
女
戒
一
巻
」
に
と
ど
ま
る
。
「
明
志
」
は
、
経
部
小
学
類
に
「
女

学
」
の
項
を
設
け
、
「
女
誠
一
巻
」
等
八
家
を
収
め
る
。
『
四
庫
提
要
』
を
見
る

と
「
列
女
傳
」
等
の
女
訓
書
の
記
載
は
無
く
、
『
販
書
偶
記
』
は
、
経
部
詩
類
に

「
詩
學
女
為
二
十
六
巻
」
、
史
部
総
集
類
に
「
古
列
女
傳
八
巻
」
他
七
家
を
置
く
。

後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
i
福
山

　
要
す
る
に
、
女
訓
書
の
著
録
は
「
階
志
」
に
目
立
ち
は
じ
め
、
新
奮
の
「
唐

志
」
で
最
も
多
い
⑨
。
女
訓
書
の
盛
行
を
逆
の
面
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
教
訓
書
と

し
て
受
容
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
女
性
の
行
動
や
感
情
・
表

現
・
言
説
が
、
（
時
に
は
社
会
の
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
と
し
て
）
注
視
さ
れ

は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
⑩
。
女
性
を
注
視
す
る
そ
の
よ
う
な

ま
な
ざ
し
と
、
劉
向
『
列
女
傳
』
以
来
の
女
訓
書
の
因
襲
と
は
密
接
に
関
連
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
目
録
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
唐
宋
以
前
に
お
い
て
、
漢
末
魏
晋
は
女
性
作
家

の
存
在
が
比
較
的
目
立
つ
が
、
同
時
に
女
性
の
表
現
・
言
説
が
次
第
に
注
目
さ

れ
は
じ
め
た
時
代
と
も
い
え
よ
う
。

　
で
は
、
漢
末
魏
晋
時
代
の
中
で
も
、
特
に
文
学
史
上
重
要
な
節
目
と
な
る
建

安
文
学
の
中
で
、
女
性
は
み
ず
か
ら
著
述
を
残
す
以
外
に
、
文
学
の
形
成
に
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

二

　
小
論
の
主
旨
に
照
ら
し
、
「
階
志
」
に
著
録
さ
れ
る
女
性
作
家
に
つ
い
て
、
建

安
文
学
に
い
た
る
ま
で
の
あ
ら
ま
し
を
順
次
見
て
み
た
い
。
「
階
志
」
の
最
初
に

あ
げ
ら
れ
る
女
性
は
前
漢
、
成
帝
時
の
班
捷
好
だ
が
、
そ
の
作
品
は
早
く
か
ら

真
偽
を
疑
わ
れ
て
き
た
⑪
。
鍾
蝶
『
詩
品
』
上
品
は
、
班
捷
好
の
五
言
詩
を
李
陵
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大
学
紀
要
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人
文
科
学
）
第
十
五
巻
第
四
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を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
、
「
匹
婦
の
致
を
得
た
り
（
得
匹
婦
之
致
）
⑫
」

と
し
、
婦
人
の
お
も
む
き
を
描
写
し
え
た
と
批
評
す
る
。
班
捷
好
作
品
の
真
偽

は
別
に
し
て
、
鍾
蝶
の
批
評
は
、
文
学
作
品
が
女
性
を
い
か
に
表
現
し
う
る
か

に
つ
い
て
課
題
と
し
て
き
た
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
階
志
」
で
、
班
捷
好
の
次
に
記
録
さ
れ
る
女
性
作
家
、
班
昭
は
、
後
漢
、

和
帝
に
そ
の
才
を
尊
重
さ
れ
、
中
央
に
あ
っ
て
多
方
面
に
活
動
し
た
。
そ
の
著

作
は
多
彩
で
あ
り
、
『
漢
書
』
の
未
完
部
分
の
完
成
、
劉
向
『
列
女
傳
』
の
注
釈
、

『
女
誠
』
撰
述
等
多
く
の
業
績
を
残
す
。
女
訓
書
の
注
釈
お
よ
び
著
述
が
、
班

昭
と
い
う
女
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
意
義
も
大
き
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
女

性
の
行
動
・
言
説
へ
の
注
視
と
女
訓
書
の
流
通
と
は
表
裏
に
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
が
、
女
性
自
身
が
そ
れ
ら
に
目
を
向
け
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
班
昭
の
著
述
の
特
徴
を
端
的
に
示
す
の
が
、
「
大
雀
賦
」
で
あ
る
。
「
大
雀
賦
」

は
、
異
国
の
献
呈
物
に
対
し
皇
帝
が
返
礼
と
し
て
班
昭
に
歌
頒
さ
せ
た
作
品
だ

が
、
国
家
を
代
表
し
て
女
性
が
献
詞
し
た
希
有
の
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
⑬
。
班

昭
の
宮
中
に
お
け
る
活
躍
は
、
他
の
著
述
活
動
に
照
ら
し
て
も
男
女
の
区
別
と

関
係
無
く
当
代
一
流
の
文
人
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
班
昭
の
場
合
、
女
性

の
側
か
ら
の
表
現
活
動
と
い
う
よ
り
も
、
「
女
誠
」
や
「
列
女
傳
注
」
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
む
し
ろ
男
性
を
中
心
と
し
た
社
会
規
範
を
積
極
的
に
継
承
、
補
完

す
る
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
女
性
が
知
的
生
産
に
参
与
し
、
文
学

に
も
功
績
を
残
し
た
班
昭
の
軌
跡
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
班
捷
好
や
班
昭
の
よ
う
に
宮
中
・
中
央
官
界
に
お
い
て
女
性
の
盛
名
が
伝
わ

る
例
が
歴
史
上
目
立
つ
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
地
方
に
あ
っ
て
文
学
史
に
か
す

か
な
痕
跡
を
残
す
女
性
も
後
漢
末
時
代
に
散
見
さ
れ
る
。
「
階
志
」
に
は
、
「
後

漢
黄
門
郎
丁
虞
集
」
注
に
、
後
漢
末
の
「
秦
嘉
妻
徐
淑
」
・
「
董
祀
妻
察
文
姫
」
・

「
傅
石
甫
妻
孔
氏
」
三
家
の
女
性
別
集
が
著
録
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
集
も
梁

代
以
後
亡
ぶ
。
こ
の
う
ち
察
淡
は
、
『
後
漢
書
』
に
そ
の
名
の
見
え
る
当
代
一
流

の
名
家
の
出
身
で
あ
る
が
、
他
の
二
名
は
無
名
に
近
か
っ
た
。

　
ま
ず
徐
淑
を
見
て
み
よ
う
。
鍾
蝶
『
詩
品
』
中
品
は
、
漢
末
、
桓
帝
時
の
女

性
詩
人
と
し
て
徐
淑
を
あ
げ
る
中
で
、
漢
代
の
五
言
詩
に
つ
い
て
「
二
漢
五
言

を
爲
る
者
は
数
家
に
過
ぎ
ず
。
而
し
て
婦
人
二
を
居
む
。
（
二
漢
爲
五
言
者
、
不

過
数
家
。
而
婦
人
居
二
。
）
⑭
」
と
の
べ
る
。
鍾
蝶
は
、
五
言
詩
の
制
作
者
が
少
な

い
漢
代
詩
史
に
お
い
て
女
性
の
し
め
る
比
重
に
注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
現
存
作
品
を
見
る
限
り
、
鍾
蝶
の
評
を
裏
付
け
る
よ
う
な
徐
淑
の

五
言
詩
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
⑮
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
徐
淑
が
詩
と
書
簡

の
や
り
と
り
を
し
た
相
手
で
あ
る
夫
の
秦
嘉
が
、
す
ぐ
れ
た
五
言
詩
三
首
を
残

し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
病
床
の
妻
と
別
れ
、
郡
の
上
計
と
し
て
上
洛

す
る
に
際
し
贈
っ
た
そ
の
作
品
は
、
細
や
か
な
夫
婦
の
情
愛
に
満
ち
て
い
る
。

無
記
名
性
を
特
徴
と
す
る
漢
代
の
詩
歌
と
比
べ
る
と
、
秦
嘉
の
五
言
詩
は
、
個

人
的
体
験
を
詩
の
題
材
に
し
そ
れ
を
特
定
の
相
手
に
贈
る
と
い
う
、
後
の
建
安

詩
に
確
立
し
は
じ
め
る
贈
答
詩
の
先
駆
け
と
な
る
作
品
で
あ
ろ
う
⑯
。
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秦
嘉
は
、
五
言
形
式
を
用
い
妻
徐
淑
と
い
う
個
別
の
対
象
に
向
け
て
個
人
の

具
体
的
な
感
情
を
詠
み
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
徐
淑
と
い
う
女
性
の
存

在
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
秦
嘉
の
贈
詩
の
持
つ
意
味
は
さ
ら
に
膨
ら
み
を

み
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
細
や
か
な
情
愛
は
、
男
女
が
ふ
つ
う
に
抱
き
う
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
文
学
作
品
と
し
て
表
現
し
受
け
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
者
は

限
ら
れ
て
く
る
。
今
見
る
こ
と
の
で
き
る
徐
淑
の
書
簡
を
読
め
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
す
ぐ
れ
た
教
養
を
も
つ
女
性
の
姿
が
そ
こ
に
見
て
取
れ
よ
う
。
だ
と
す
れ

ば
、
秦
嘉
が
、
建
安
文
学
以
前
に
先
駆
的
な
贈
答
詩
の
作
品
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
妻
徐
淑
が
そ
れ
を
受
容
し
う
る
対
等
の
読
者
で
あ
り
、
ま
た
（
鍾

蝶
の
評
に
し
た
が
え
ば
）
創
作
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
大
き
く
負
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
五
言
の
贈
答
詩
が
形
成
さ
れ
る
後
漢
末
文
学
史
の
中

で
果
た
し
た
徐
淑
の
役
割
は
、
鍾
蝶
『
詩
品
』
が
評
し
た
意
味
以
上
に
大
き
い

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
史
伝
に
記
載
が
な
く
、
中
央
か
ら
離
れ
た
隔
西
郡
に
お

い
て
、
徐
淑
と
い
う
女
性
が
作
品
創
作
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
五
言
贈

答
詩
の
創
作
と
い
う
従
前
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
試
み
に
地
方
の
無
名
婦

人
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
後
漢
末
・
建
安
時
代
の
文
学
環
境
を
考
え
る
上
で
、
見
落
と
せ
な
い

女
性
と
し
て
、
曹
操
の
妻
の
一
人
で
あ
り
、
曹
丞
・
曹
植
の
母
で
あ
っ
た
沐
后

に
ふ
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
沐
后
は
「
本
侶
家
」
⑰
で
あ
っ
た
。
沐
后
が
、
「
古

後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
1
福
山

詩
十
九
首
」
第
二
首
⑱
に
「
昔
は
侶
家
の
女
と
爲
り
、
今
は
蕩
子
の
婦
と
爲
る
。

（
昔
爲
侶
家
女
、
今
爲
蕩
子
婦
。
）
」
と
の
べ
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
的
に
賎
視
さ

れ
る
歌
舞
芸
人
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
建
安
文
学
の
形
成
と
決
し
て
無
関

係
で
は
な
い
。

　
前
漢
の
頃
か
ら
、
中
央
の
楽
府
以
外
で
も
、
豪
族
・
吏
民
が
自
分
た
ち
の
娯

楽
の
た
め
に
俗
楽
や
民
歌
を
採
集
し
て
い
た
が
⑲
、
後
漢
時
代
は
さ
ら
に
、
有
名
・

無
名
の
文
人
が
歌
謡
文
芸
や
民
歌
的
作
品
を
手
が
け
る
に
い
た
っ
て
い
る
⑳
。
「
古

詩
十
九
首
」
は
、
そ
れ
ら
に
連
な
る
作
品
群
で
あ
り
、
後
漢
末
の
無
名
士
人
や

婦
人
の
思
念
を
代
弁
す
る
。

　
そ
の
第
四
首
に
は
「
今
日
の
良
き
宴
会
、
歓
楽
具
さ
に
は
陳
べ
難
し
。
箏
を

弾
じ
逸
響
を
奮
ひ
、
新
聲
妙
は
神
に
入
る
。
令
徳
高
言
を
唱
ひ
、
曲
を
識
る
も

の
其
の
神
を
聴
く
。
（
今
日
良
宴
会
、
歓
楽
難
具
陳
。
弾
箏
奮
逸
響
、
新
聲
妙
入

神
。
令
徳
唱
高
言
、
識
曲
聴
其
神
。
）
」
と
あ
り
、
歌
曲
を
共
々
に
享
受
す
る
宴

席
の
様
が
描
か
れ
る
。

　
ま
た
、
第
五
首
で
「
上
に
弦
歌
の
聲
有
り
、
音
響
一
に
何
ぞ
悲
し
き
。
誰
か

能
く
此
の
曲
を
爲
さ
ん
、
乃
ち
杞
梁
の
妻
な
る
無
か
ら
ん
や
。
（
上
有
弦
歌
聲
、

音
響
一
何
悲
。
誰
能
爲
此
曲
、
無
乃
杞
梁
妻
。
）
」
、
第
十
二
首
で
「
被
服
す
羅
裳

の
衣
、
戸
に
當
た
り
て
清
曲
を
理
ふ
。
音
響
一
に
何
ぞ
悲
し
き
、
絃
急
に
し
て

柱
促
を
知
る
。
（
被
服
羅
裳
衣
、
當
戸
理
清
曲
。
音
響
一
何
悲
、
絃
急
知
柱
促
。
）
」

と
い
う
の
は
、
弦
歌
を
奏
で
歌
う
女
性
と
そ
れ
に
共
感
す
る
聴
き
手
の
存
在
を
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山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
第
十
五
巻
第
四
号

表
し
て
い
る
。
沐
后
の
出
自
と
さ
れ
る
「
侶
家
」
の
女
の
仕
事
も
、
「
古
詩
十
九

首
」
に
描
か
れ
た
歌
姫
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
曹
操
父
子
の
最
も
身
近
に
あ
っ
て
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
女
性
が
、
文
芸

の
流
通
に
深
く
関
与
し
て
い
た
歌
妓
の
出
身
で
あ
っ
た
事
実
は
、
建
安
文
学
の

形
成
・
展
開
に
関
わ
る
女
性
の
役
割
を
考
え
る
上
で
見
落
と
せ
ま
い
。

三

　
「
階
志
」
所
載
の
後
漢
末
に
お
け
る
女
性
の
別
集
の
う
ち
、
前
章
で
の
べ
た

「
後
漢
黄
門
郎
秦
嘉
妻
徐
淑
集
一
巻
」
以
外
に
、
「
後
漢
董
祀
妻
察
文
姫
集
一

巻
」
・
「
傅
石
甫
妻
孔
氏
集
一
巻
」
が
あ
る
が
、
傅
石
甫
の
妻
孔
氏
に
は
作
品
が

現
存
せ
ず
、
夫
婦
と
も
伝
記
が
な
い
。
お
そ
ら
く
徐
淑
の
よ
う
に
官
界
と
距
離

を
お
い
た
場
所
で
作
品
を
制
作
し
、
そ
れ
が
六
朝
時
代
ま
で
伝
わ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
察
淡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
悲
憤
詩
」
の
真
偽
が
疑
わ
れ
て
お
り
、
建
安
文

学
に
位
置
づ
け
る
に
は
異
論
も
多
い
。
こ
こ
で
は
、
漢
末
文
学
の
形
成
に
関
わ

る
女
性
の
位
置
と
い
う
観
点
に
絞
っ
て
考
察
し
た
い
。
察
淡
は
、
上
記
両
名
の

女
性
と
異
な
り
、
『
後
漢
書
』
に
伝
記
が
あ
る
他
様
々
な
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
る
⑭
。

班
昭
と
と
も
に
漢
代
有
数
の
女
性
知
識
人
で
あ
る
が
、
両
者
は
多
く
の
点
で
対

照
的
で
あ
る
。
班
昭
の
「
女
誠
」
専
心
で
は
、
「
夫
に
再
嬰
の
義
有
り
、
妻
に
二

適
の
文
無
し
。
故
に
曰
く
夫
は
天
な
り
と
。
天
は
固
よ
り
逃
る
る
べ
か
ら
ず
、

夫
は
固
よ
り
離
る
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
（
夫
有
再
嬰
之
義
、
妻
無
二
適
之
文
。

故
日
夫
天
也
。
天
固
不
可
逃
、
夫
固
不
可
離
也
。
）
⑳
」
と
の
べ
て
、
妻
の
再
嫁
を

つ
よ
く
戒
め
る
。
一
方
察
淡
は
、
『
後
漢
書
』
の
本
傳
に
よ
れ
ば
、
漢
朝
崩
壊
の

混
乱
の
中
で
胡
地
に
略
取
さ
れ
十
二
年
を
す
ご
し
た
後
、
漢
土
へ
帰
還
す
る
が
、

婚
姻
を
三
た
び
重
ね
、
「
女
誠
」
に
の
べ
る
よ
う
な
規
範
的
女
性
像
を
大
き
く
逸

脱
し
た
劇
的
な
人
生
を
送
る
。

　
察
淡
が
帰
漢
し
た
の
は
、
建
安
十
二
年
（
二
〇
七
）
頃
と
推
察
さ
れ
る
⑬
。
『
後

漢
書
』
の
伝
に
よ
れ
ば
、
曹
操
は
、
胡
地
か
ら
蹟
い
戻
し
た
察
淡
に
直
接
面
会

し
、
「
察
伯
階
の
女
外
に
在
り
、
今
諸
君
の
爲
に
之
に
見
え
し
め
ん
。
（
察
伯
階

女
在
外
、
今
爲
諸
君
見
之
。
）
⑳
」
と
の
べ
て
い
る
。
察
淡
の
存
在
は
、
曹
操
政
権

下
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
察
淡
を
詠
む
現
存
作
品
は
曹
丞
・
丁
虞

の
「
察
伯
階
女
賦
」
の
二
編
に
と
ど
ま
り
、
話
題
性
の
大
き
さ
の
割
に
、
他
の

建
安
詩
人
の
作
品
が
伝
わ
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
賦
が
建
安
詩
壇
が
確

立
す
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
建
安
の
詩
人
達
が
一
堂
に
会
し
詩
を
競
作
し
始

め
る
建
安
十
六
年
頃
）
以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
賦
の
制
作
は
、
察
淡
帰
還
の
建
安
十
二
年
（
二
〇
七
）
以
後
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
後
に
曹
操
の
後
継
を
め
ぐ
る
対
立
で
曹
植
派
の
中
心
人

物
と
な
っ
た
丁
虞
は
、
丁
儀
と
と
も
に
、
建
安
十
二
年
以
後
（
詩
壇
確
立
以
前
）
、

建
安
の
詩
人
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
グ
ル
ー
プ
内
で
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察
淡
の
話
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
結
果
が
、
「
察
伯
階
女
賦
」
の
会
詠
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
建
安
文
壇
の
形
成
は
、
赤
壁
戦
以
後
の
三
国
分
立
と
い
う
政
治
的
な
拮
抗
状

況
を
も
た
ら
し
た
建
安
十
三
年
（
二
〇
八
）
が
、
一
つ
の
節
目
に
な
ろ
う
。
赤

壁
戦
の
以
前
、
曹
操
幕
下
の
文
人
は
必
ず
し
も
一
堂
に
会
す
る
こ
と
な
く
、
従

軍
等
に
よ
る
共
通
の
体
験
を
共
有
テ
ー
マ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
詩
に
詠
み
込
ん
で

い
た
⑳
。
建
安
十
六
年
（
一
二
一
）
に
い
た
り
、
曹
丞
が
五
官
中
郎
将
・
丞
相
副

に
、
曹
植
が
平
原
侯
に
任
じ
ら
れ
、
不
丁
植
の
下
に
、
王
藥
・
徐
幹
・
陳
琳
・

院
璃
・
鷹
場
・
劉
槙
の
詩
人
グ
ル
ー
プ
が
集
結
す
る
⑳
。
ま
た
、
同
年
の
魏
に
よ

る
漢
中
併
呑
後
は
、
漢
魏
禅
譲
が
日
程
に
の
ぽ
り
は
じ
め
、
魏
の
政
権
確
立
が

進
ん
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
相
対
的
に
安
定
し
た
政
治
状
況
の
も
と
、
建
安
詩
人
グ
ル
ー
プ

は
、
贈
答
詩
や
会
詠
に
よ
っ
て
直
接
詩
文
の
交
流
を
は
か
る
開
放
的
な
文
学
空

間
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
安
十
七
年
（
一
二
二
）
の
銅
雀
台
に
お
け

る
、
曹
操
と
曹
丞
・
曹
植
等
の
諸
子
に
よ
る
詩
賦
の
会
詠
は
、
魏
政
権
の
内
部

か
ら
建
安
文
学
の
隆
盛
を
示
す
行
事
と
い
え
よ
う
⑳
。
こ
の
よ
う
な
建
安
文
壇
形

成
史
に
照
ら
し
て
見
る
と
、
察
淡
の
人
生
に
触
発
さ
れ
て
作
ら
れ
た
曹
丞
・
丁

虞
の
「
察
伯
階
女
賦
」
は
、
建
安
詩
人
グ
ル
ー
プ
早
期
の
会
詠
作
品
と
し
て
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
曹
不
一
の
作
は
序
文
の
一
部
し
か
残
ら
な
い
が
、
丁
虞
の
作
品
は
、
察
淡
が
胡

後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
1
福
山

地
に
拉
致
さ
れ
る
ま
で
の
悲
境
を
、
「
伊
れ
大
宗
の
令
女
、
神
恵
の
自
然
を
稟
く
。

華
年
の
二
八
に
在
り
、
…
何
ぞ
大
願
の
遂
げ
ず
し
て
、
微
躯
を
逆
辺
に
瓢
は
さ

ん
。
行
く
こ
と
悠
悠
と
し
て
日
び
に
遠
く
、
窓
谷
の
寒
山
に
入
る
。
…
（
伊
大

宗
之
令
女
、
稟
神
恵
之
自
然
。
在
華
年
之
二
八
、
…
何
大
願
之
不
遂
、
瓢
微
躯

干
逆
辺
。
行
悠
悠
於
日
遠
、
入
窓
谷
之
寒
山
。
…
）
⑳
」
云
々
と
詠
い
、
察
淡
を

め
ぐ
る
文
学
言
説
と
し
て
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
こ
の
賦
で
注
意
し
て
お
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ

い
こ
と
の
一
つ
は
、
「
終
風
の
我
を
し
て
葦
れ
し
む
る
を
恐
れ
、
…
我
が
生
何
の

つ
み事

か
あ
ら
ん
、
…
我
が
躬
の
悦
び
無
き
を
傷
む
。
…
（
恐
終
風
之
我
葦
、
…
我

生
之
何
享
、
…
傷
我
躬
之
無
悦
。
…
」
と
、
叙
述
が
女
性
の
一
人
称
の
語
り
で

な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
丁
虞
の
作
品
は
、
女
性
の
語
り
を
偽
装
し
女
性
の

視
点
か
ら
創
作
さ
れ
て
い
る
点
に
特
質
が
あ
る
。
文
壇
確
立
（
建
安
十
六
年
）

後
の
建
安
詩
人
た
ち
は
、
「
寡
婦
賦
」
や
「
棄
婦
篇
」
⑳
等
、
女
性
を
題
材
に
取
り

上
げ
つ
つ
、
女
性
の
一
人
称
の
語
り
を
装
い
詩
賦
を
詠
む
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
点
で
、
丁
虞
の
作
品
は
先
駆
性
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

　
「
女
性
の
悲
遇
」
は
、
建
安
文
学
の
大
き
な
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
⑳
。
そ
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
察
淡
と
い
う
同
時
代

に
実
在
し
た
女
性
の
数
奇
な
一
生
は
、
女
性
題
材
に
関
心
を
も
つ
丁
虞
等
の
建

安
詩
人
に
大
き
な
触
発
を
与
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
具
体
的
な
個
人
と
し

て
の
女
性
が
建
安
詩
の
会
詠
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
実
は
、
「
察
伯
階
女
賦
」
の

ほ
か
、
翫
璃
の
妻
を
詠
ん
だ
「
寡
婦
賦
」
、
劉
動
の
妻
を
取
り
上
げ
た
「
出
婦
賦
」
・
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「
棄
婦
篇
」
と
題
さ
れ
る
詩
賦
作
品
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
先
述
し
た
秦
嘉

の
五
言
詩
が
、
妻
徐
淑
と
い
う
個
別
の
対
象
に
向
け
て
個
人
の
具
体
的
な
感
情

を
詠
み
表
し
た
の
も
、
そ
れ
に
連
な
る
先
例
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

漢
末
建
安
詩
の
描
く
女
性
は
、
身
近
な
対
象
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
楽

府
や
古
詩
の
抽
象
的
女
性
像
と
隔
た
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
『
後
漢
書
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
悲
憤
詩
」
が
仮
に
偽
作
だ
と
し
て
も
、

察
淡
と
い
う
女
性
の
存
在
が
建
安
文
学
に
与
え
た
影
響
の
小
さ
く
な
い
こ
と
は
、

以
上
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
か
り
に
「
悲
憤
詩
」
が
察
淡
の
真
作
と
す
れ
ば
、

察
淡
の
建
安
文
学
に
し
め
る
比
重
は
大
き
い
。
丁
虞
に
よ
る
「
薬
伯
階
女
賦
」

に
は
、
「
芳
草
を
萬
里
に
詠
み
、
音
塵
の
髪
髭
た
る
を
想
う
。
（
詠
芳
草
於
萬
里
、

想
音
塵
之
髪
髭
。
）
」
と
、
察
淡
の
詠
詩
す
る
姿
を
描
写
し
た
一
節
が
あ
る
。
あ

る
い
は
、
察
淡
の
す
ぐ
れ
た
文
才
へ
の
関
心
も
建
安
詩
人
に
は
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
『
後
漢
書
』
の
傳
に
記
録
さ
れ
る
「
悲
憤

詩
」
二
首
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
詳
細
は
別
稿
に

ゆ
ず
り
、
作
者
が
察
淡
か
否
か
と
い
う
問
題
を
一
旦
お
い
て
、
こ
こ
で
は
「
悲

憤
詩
」
に
つ
い
て
ご
く
控
え
め
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
「
悲
憤
詩
」
⑳
は
女
性
が
語
る
叙
事
詩
で
あ
る
が
、
詩
の
出
だ
し
を
見
る
と
、

班
昭
が
『
漢
書
』
を
記
述
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
男
性
の
歴
史
家
と
同
じ
目

線
で
の
べ
は
じ
め
て
い
る
。
「
漢
の
季
権
柄
を
失
ひ
、
董
卓
天
常
を
乱
す
。
…
（
漢

季
失
権
柄
、
董
卓
乱
天
常
。
…
）
」
と
詠
む
十
八
句
目
ま
で
は
、
漢
末
の
董
卓
の

乱
と
そ
れ
に
関
連
す
る
胡
騎
の
漢
土
荒
掠
を
、
歴
史
家
の
目
で
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
特
に
「
長
駆
し
て
西
の
關
に
入
り
、
週
路
険
し
く
且

つ
阻
む
。
…
（
長
駆
入
西
關
、
週
路
険
且
阻
。
…
）
」
と
詠
う
十
九
句
目
以
降
は

同
じ
く
時
間
軸
に
そ
っ
て
描
写
さ
れ
る
叙
事
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
女
性
で
あ

る
自
分
の
体
験
を
語
る
。
そ
の
中
か
ら
、
母
子
が
離
別
す
る
部
分
を
ひ
ろ
っ
て

み
よ
う
。

　
　
　
兜
前
我
頸
抱
、
問
母
欲
何
之
。
人
言
母
當
去
、
宣
復
有
還
時
。
阿
母
常

　
　
仁
側
、
今
何
更
不
慈
。
我
尚
未
成
人
、
奈
何
不
顧
思
。
見
此
崩
五
内
、
仇

　
　
惚
生
狂
癬
。
号
泣
手
撫
摩
、
當
発
復
回
疑
。

　
　
　
兜
は
前
み
て
我
が
頸
抱
き
、
問
う
「
母
は
何
く
に
か
之
か
ん
と
欲
す
る
。

　
　
人
は
言
う
『
母
は
當
に
去
る
べ
し
、
宣
に
復
た
還
る
時
有
ら
ん
や
』
と
。

　
　
阿
母
は
常
に
仁
側
な
り
し
に
、
今
は
何
ぞ
更
に
慈
な
ら
ざ
る
。
我
尚
ほ
未

　
　
だ
人
と
成
ら
ざ
る
に
、
奈
何
ぞ
顧
思
せ
ざ
る
や
」
と
。
此
を
見
て
五
内
崩

　
　
れ
、
悦
惚
と
し
て
狂
療
を
生
ず
。
号
泣
し
て
手
に
て
撫
で
摩
り
、
発
す
る

　
　
に
當
た
り
て
復
た
回
り
疑
う
。

　
　
　
子
供
は
私
の
首
を
抱
い
て
問
う
、
「
お
母
さ
ん
は
ど
こ
へ
行
か
れ
よ
う
と

　
　
し
て
い
る
の
で
す
か
。
周
り
の
人
が
、
母
上
様
は
こ
こ
を
発
た
れ
再
び
戻

　
　
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
お
母
さ
ん
は
い
つ
も
や
さ
し
か
っ
た
の
に
、

　
今
日
は
何
で
や
さ
し
く
な
い
の
。
私
は
ま
だ
大
き
く
な
い
の
に
、
ど
う
し

　
　
て
顧
み
て
く
れ
な
い
の
」
と
。
こ
れ
を
見
て
五
臓
は
つ
ぶ
れ
、
心
迷
い
発
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狂
し
そ
う
だ
。
号
泣
し
我
が
子
を
撫
で
、
発
つ
間
際
に
な
っ
て
ま
た
た
め

　
　
ら
う
。

　
以
上
は
「
悲
憤
詩
」
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
此
を
見
て
五
内
崩
れ
、
胱
惚

と
し
て
狂
凝
を
生
ず
」
と
い
う
句
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
、
母
親
の
感
情
が
細

や
か
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
「
悲
憤
詩
」
は
女
性
の
語
り
に
よ
る
叙
事
詩
で
あ
る
が
、
男
性
と
同
じ
目
線

を
も
つ
と
と
も
に
女
性
の
目
線
と
感
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
蘇
転
が
、
「
東
京

に
こ
の
格
無
き
な
り
（
東
京
無
此
格
也
）
⑫
」
と
の
べ
て
、
「
悲
憤
詩
」
偽
作
説
を

示
し
た
の
は
、
建
安
文
学
に
お
け
る
「
悲
憤
詩
」
の
作
品
と
し
て
の
卓
越
性
に

疑
問
を
呈
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
比
較
し
て
考
え
る
と
、
「
悲
憤
詩
」
は
女

性
を
題
材
に
し
た
物
語
詩
と
も
見
な
せ
る
が
、
「
孔
雀
東
南
飛
」
等
の
長
編
楽
府

と
は
懸
隔
が
あ
る
。
察
淡
と
い
う
名
を
冠
し
記
名
性
を
も
つ
徒
詩
で
あ
り
、
か

つ
一
人
称
に
よ
る
自
伝
体
と
い
う
点
で
は
む
し
ろ
曹
植
「
旺
嵯
篇
」
や
稽
康
「
幽

憤
詩
」
に
近
い
。
「
悲
憤
詩
」
は
、
無
記
名
性
の
楽
府
と
異
な
り
、
一
人
称
の
自

伝
形
式
を
と
る
と
い
う
点
で
、
後
漢
文
学
に
な
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
蘇
転

の
、
「
東
京
に
こ
の
格
無
き
な
り
」
と
い
う
評
は
そ
の
こ
と
と
も
関
連
す
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
悲
憤
詩
」
が
建
安
文
学
に
突
出
す
る
ゆ
え
ん

は
、
た
と
え
ば
母
子
の
情
愛
表
現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
視
点
に
よ
る

女
性
描
写
に
す
ぐ
れ
た
文
学
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
少
し
建
安
以
前
の
テ
ク
ス
ト
を
見
渡
し
て
み

後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
1
福
山

た
い
。

　
そ
も
そ
も
母
の
情
愛
が
、
親
子
の
自
然
本
来
の
姿
で
あ
る
こ
と
は
、
経
書
・

史
書
の
テ
ク
ス
ト
で
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
⑬
。
『
禮
記
』
表
記
に

は
、
「
今
父
の
子
を
親
し
む
や
、
賢
を
親
し
み
て
無
能
を
下
す
。
母
の
子
を
親
し

む
や
、
賢
な
れ
ば
則
ち
之
を
親
し
み
、
無
能
な
れ
ば
則
ち
之
を
憐
れ
む
。
（
今
父

之
親
子
也
、
親
賢
而
下
無
能
。
母
之
親
子
也
、
賢
則
親
之
、
無
能
而
憐
之
。
）
⑭
」

と
見
え
、
父
と
は
異
な
り
、
賢
愚
に
よ
っ
て
差
別
し
な
い
、
母
親
の
子
へ
の
情

愛
を
の
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
『
後
漢
書
』
凋
術
傳
⑮
に
は
、
「
夫
れ
人
道
の
本
、
恩
有
り
義
有
り
、
義

は
宜
し
く
す
べ
き
所
有
り
、
恩
は
施
す
所
有
り
。
君
臣
は
大
義
、
母
子
は
至
恩

な
り
。
（
夫
人
道
之
本
、
有
恩
有
義
、
義
有
所
宜
、
恩
有
所
施
。
君
臣
大
義
、
母

子
至
恩
。
）
」
と
あ
り
、
君
臣
の
大
義
と
並
称
し
う
る
母
子
の
至
高
の
愛
を
表
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
母
子
の
情
を
抽
象
的
に
説
く
テ
ク
ス
ト
は
多
数
存
在

す
る
が
、
作
品
テ
ク
ス
ト
の
上
で
具
体
的
に
そ
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
『
詩
経
』
で
は
、
周
南
「
葛
軍
」
、
郡
風
「
凱
風
」
、
鄭
風
「
柏
舟
」
、
唐
風
「
鴇

羽
」
等
の
詩
篇
で
母
子
の
情
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
子
の
側
か
ら
の
「
孝
」

を
の
べ
て
い
る
。
　
ま
た
、
『
楚
辞
』
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
母
の
側
か
ら
の
子
へ

の
情
愛
表
現
は
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
建
安
に
い
た
る
ま
で
の
詩
歌
を

瞥
見
し
て
み
て
も
、
た
と
え
ば
孔
融
の
「
雑
詩
」
は
、
夫
死
し
た
子
を
傷
む
父
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親
の
真
情
を
詠
っ
て
い
る
。
た
だ
、
王
藥
の
「
七
哀
詩
」
が
、
戦
乱
の
中
、
愛

子
す
ら
捨
て
て
行
か
ざ
る
を
え
な
い
婦
人
の
姿
を
写
し
、
母
親
の
子
供
に
対
す

る
痛
切
な
感
情
を
暗
示
し
て
い
る
の
は
、
目
立
っ
た
用
例
で
あ
ろ
う
。

　
賦
を
見
る
と
、
禰
衡
の
「
鵬
鵡
賦
」
に
、
「
母
子
の
永
く
隔
た
る
る
を
痛
む
（
痛

母
子
之
永
隔
）
⑯
」
と
の
べ
、
鵬
鵡
に
仮
託
し
て
母
子
の
情
に
や
や
ふ
れ
ら
れ
て

い
る
。
禰
衡
・
察
淡
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
、
曹
丞
・
王
藥
・
丁
虞
の
妻
に
、
「
寡
婦

賦
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
夫
、
院
璃
に
先
立
た
れ
た
妻
を
詠
む
賦
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
寡
婦
が
遺
児
（
”
阪
籍
、
三
歳
）
に
寄
り
添
う
場
面
が
描
写
さ
れ

て
い
る
。

　
「
遺
孤
を
撫
し
て
太
息
し
、
哀
傷
を
挽
き
て
誰
に
か
告
げ
ん
。
（
撫
遺
孤
号
太

息
、
挽
哀
傷
号
告
誰
。
）
⑰
」
（
曹
丞
）
。
「
孤
該
を
提
え
て
戸
を
出
で
、
之
と
東
廟

に
歩
む
。
（
提
孤
該
分
出
戸
、
与
之
歩
分
東
庸
。
）
⑳
」
、
「
刃
を
引
き
て
以
て
自
裁

せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
弱
子
を
顧
み
て
復
た
停
む
。
（
欲
引
刃
以
自
裁
、
顧
弱
子

而
復
停
。
）
⑳
」
（
王
藥
）
。
「
惨
怖
を
含
み
て
以
て
何
に
か
訴
え
ん
、
弱
子
を
抱
き

て
以
て
自
ら
慰
め
ん
。
（
含
惨
怖
以
何
訴
、
抱
弱
子
以
自
慰
。
）
⑳
」
（
丁
虞
妻
）

　
「
寡
婦
賦
」
か
ら
引
用
し
た
句
は
、
い
ず
れ
も
子
へ
の
情
を
支
え
と
す
る
母

の
感
情
を
の
べ
て
い
る
が
、
断
片
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
建
安
を
含
む
そ
れ
以
前
の
文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
母
子
の
情
愛
表
現

は
、
子
か
ら
母
へ
の
「
孝
」
を
表
す
以
外
、
母
性
の
表
象
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

母
自
身
に
よ
る
語
り
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
孝
」
や

「
至
恩
」
と
い
う
抽
象
観
念
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
母
子
の
痛
切
な
情
愛
、
特

に
母
親
の
そ
れ
を
素
朴
・
真
率
に
表
現
し
た
「
悲
憤
詩
」
の
、
後
漢
末
・
建
安

文
学
に
お
け
る
独
自
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
小
論
は
大
ま
か
な
見
通
し
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
が
、
要
す
る
に
、
「
悲
憤
詩
」

が
真
作
と
す
れ
ば
察
淡
と
い
う
女
性
作
家
は
建
安
文
学
上
重
い
位
置
を
し
め
る
。

か
り
に
偽
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
察
淡
と
い
う
女
性
の
存
在
そ
の
も
の
が
女

性
を
表
現
対
象
と
す
る
建
安
詩
に
触
発
を
与
え
、
さ
ら
に
「
悲
憤
詩
」
と
い
う

「
女
性
性
」
を
表
現
し
得
た
テ
ク
ス
ト
が
登
場
し
た
こ
と
に
意
義
を
認
め
る
べ

き
だ
ろ
う
。

四

　
察
淡
が
生
き
た
建
安
文
学
と
い
う
文
学
環
境
は
、
も
う
一
人
の
注
目
す
べ
き

女
性
詩
人
を
も
た
ら
し
た
。
「
察
伯
階
女
賦
」
の
作
者
、
丁
虞
に
関
連
し
て
、
そ

の
妻
の
作
と
さ
れ
る
「
寡
婦
賦
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
寡
婦
賦
」
に
は
、
他

に
曹
丞
・
王
粂
作
の
侠
文
が
残
っ
て
い
る
。
曹
丞
「
寡
婦
賦
」
に
は
次
の
よ
う

な
序
文
が
あ
る
。
「
陳
留
の
院
元
喩
、
余
と
奮
有
り
。
薄
命
早
に
亡
し
。
故
に
斯

の
賦
を
作
り
、
以
て
其
の
妻
子
悲
苦
の
情
を
叙
ぶ
。
王
粂
等
に
命
じ
並
び
に
之

を
作
ら
し
む
。
（
陳
留
阪
元
喩
、
與
余
有
奮
。
薄
命
早
亡
。
故
作
斯
賦
、
以
叙
其

妻
子
悲
苦
之
情
。
命
王
聚
等
並
作
之
。
）
⑪
」
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「
妻
子
悲
苦
の
情
」
の
会
詠
に
、
女
性
で
あ
る
丁
虞
の
妻
が
参
画
し
た
と
い

う
事
態
は
ふ
つ
う
に
は
理
解
し
が
た
い
。
た
だ
、
丁
虞
の
妻
の
場
合
、
曹
操
父

子
と
政
治
的
・
文
学
的
に
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
丁
虞
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
た

め
に
、
「
寡
婦
賦
」
の
会
詠
に
与
る
機
会
が
得
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
「
寡

婦
賦
」
の
制
作
時
期
は
、
曹
丞
と
曹
植
の
政
治
グ
ル
ー
プ
の
対
立
が
激
化
す
る

建
安
十
九
年
（
二
一
四
）
以
前
と
考
え
ら
れ
、
丁
儀
・
丁
虞
も
曹
丞
を
中
心
と

す
る
詩
賦
の
会
詠
に
加
わ
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
作
品
は
伝
存
し
な
い
が
、

丁
虞
自
身
も
「
寡
婦
賦
」
の
製
作
に
関
与
し
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
関
係
上
、

自
分
の
妻
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
作
品
の
競
作
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考

え
て
お
く
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
丁
虞
の
妻
の
場
合
、
察
淡
と
違
い
無
名
で
あ
り
「
階
志
」
に
も
著

録
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
名
高
い
才
女
察
淡
に
仮
託
し
て
「
悲
憤
詩
」
が
作

ら
れ
た
可
能
性
は
あ
り
う
る
が
、
「
寡
婦
賦
」
を
、
あ
え
て
無
名
の
婦
人
、
丁
虞

の
妻
に
名
を
借
り
た
偽
作
と
み
な
す
積
極
的
理
由
は
見
い
だ
し
が
た
い
よ
う
に

思
う
。

　
西
晋
の
播
岳
は
、
建
安
の
「
寡
婦
賦
」
を
踏
襲
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
序
文
に
は
、
「
昔
翫
璃
既
に
残
し
、
魏
文
之
を
悼
む
。
並
び
に
知
奮
に
命
じ

て
寡
婦
の
賦
を
作
ら
し
む
。
余
遂
に
之
に
擬
し
、
以
て
其
の
孤
寡
の
心
を
叙
す
。

（
昔
院
璃
既
残
、
魏
文
悼
之
。
並
命
知
奮
作
寡
婦
之
賦
。
余
遂
擬
之
、
以
叙
其

孤
寡
心
焉
。
）
⑫
」
と
あ
り
、
曹
丞
と
そ
の
「
知
奮
」
の
会
詠
作
品
を
模
擬
し
た
と

後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
ー
福
山

の
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
播
岳
の
「
寡
婦
賦
」
を
見
て
み
る
と
、
本
文
の
か
な

り
の
部
分
が
、
丁
虞
の
妻
の
作
と
さ
れ
る
「
寡
婦
賦
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
活
岳
「
寡
婦
賦
」
の
李
善
注
を
見
る
と
、
じ
つ
に
三
十
四
句

に
わ
た
っ
て
丁
虞
の
妻
「
寡
婦
賦
」
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
⑬
。
李
善
が
指
摘

し
な
い
句
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
丁
虞
の
妻
「
寡
婦
賦
」
の
現
存
す
る
六
十
句
中
、

三
十
六
句
に
お
よ
ぶ
部
分
が
、
播
岳
「
寡
婦
賦
」
の
下
敷
き
に
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
播
岳
は
、
曹
丞
と
そ
の
「
知
奮
」
の
題
詠
に
倣
っ
た
と
の
べ
な
が
ら
、

実
際
は
、
丁
凛
の
妻
「
寡
婦
賦
」
を
意
識
し
そ
れ
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
寡
婦
賦
」
を
書
き
上
げ
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
表
現
レ
ベ
ル
の
考
察
は
別
に
し
て
、
丁
虞
の
妻
「
寡
婦
賦
」

の
作
品
と
し
て
の
価
値
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
寡
婦
賦
」
は
、
建
安
文
学
に
顕
著

な
「
女
性
の
悲
境
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
詠
わ
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
女

性
み
ず
か
ら
が
取
り
上
げ
た
と
す
れ
ば
、
察
淡
の
場
合
と
同
じ
く
注
目
に
値
す

る
と
思
う
。

　
　
’

結

び

　
小
論
で
は
、
ま
ず
図
書
目
録
か
ら
、
女
性
の
著
作
集
が
著
録
さ
れ
る
推
移
を

概
観
し
た
。
唐
宋
以
前
は
、
明
代
に
比
べ
て
女
性
作
家
の
数
が
少
な
い
が
、
そ

の
中
で
も
漢
末
魏
晋
は
女
性
作
家
の
存
在
が
比
較
的
目
立
つ
。
漢
末
・
建
安
に
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山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
第
十
五
巻
第
四
号

い
た
る
女
性
の
創
作
活
動
は
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
端
緒
に
あ
り
、
文
学
史
上

意
義
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
後
漢
中
期
の
班
昭
か
ら
建
安
の
察
淡
・

丁
虞
の
妻
ま
で
、
「
女
性
」
が
文
学
史
に
果
た
し
た
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質

の
一
端
を
瞥
見
し
て
き
た
。
建
安
の
文
学
形
成
に
お
け
る
「
女
性
」
は
、
既
述

し
た
よ
う
に
創
作
を
触
発
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
新
た
な

文
学
制
作
者
と
し
て
も
建
安
文
学
に
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
建
安
文
学
は
「
女
性
」
が
創
っ
た
と
い
え
な
く

も
な
い
。
そ
れ
が
極
論
に
す
ぎ
る
と
し
て
も
、
「
女
性
」
を
含
め
建
安
文
学
を
形

成
す
る
多
様
性
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
小
論
は
、
掲
げ
た
題
目
に
十
分
答
え
う
る
も
の
で
は
な
く
、
建
安
文
学
を
形

づ
く
る
一
側
面
を
な
が
め
て
み
た
に
す
ぎ
な
い
。
察
淡
・
丁
虞
の
妻
等
の
建
安

文
学
に
お
け
る
個
々
の
「
女
性
」
は
別
稿
で
論
じ
、
さ
ら
に
、
小
論
の
課
題
に

つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
注

①
建
安
に
限
っ
て
み
て
も
、
『
玉
蔓
新
詠
』
巻
二
の
頸
皇
后
「
楽
府
塘
上
行
」
・
劉
勲
妻

　
王
宋
「
雑
詩
二
首
」
等
疑
わ
し
い
。
『
四
庫
全
書
簡
明
目
録
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

　
一
九
八
五
）
は
、
「
或
以
爲
選
録
女
子
之
詩
、
則
尤
未
賭
而
臆
説
突
」
（
八
二
八
頁
）

　
と
説
く
。

②
エ
レ
ー
ヌ
・
シ
ク
ス
ー
『
メ
デ
ュ
ー
サ
の
笑
い
』
（
松
本
伊
瑳
子
編
訳
、
紀
伊
國
屋
書

　
店
、
一
九
九
三
）
は
女
性
的
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
い
う
概
念
を
提
示
し
示
唆
に
富
む
。

　
シ
ク
ス
ー
は
、
女
性
的
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
は
、
女
性
の
名
で
署
名
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
で
は
な
い
、
女
性
の
名
で
署
名
さ
れ
た
男
性
的
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
も
十
分
あ
り
う
る

　
と
し
、
作
者
の
性
差
に
関
係
な
く
女
性
の
視
点
・
女
性
性
を
表
現
す
る
「
女
性
的
エ

　
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
に
注
目
し
た
（
七
一
頁
、
七
二
頁
）
。
そ
れ
こ
そ
が
、
男
性
性
に
対

　
す
る
女
性
性
を
劣
等
生
で
な
く
優
位
性
と
し
て
歌
い
上
げ
、
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
解

　
放
、
袋
小
路
に
陥
っ
た
西
欧
世
界
を
救
済
す
る
と
説
く
（
三
七
一
頁
）
。
小
論
で
扱
う

　
「
女
性
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
女
性
的
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
主
体
者
で
あ
り
、
ま
た

　
表
現
対
象
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
小
論
が
目
指
す
の
は
建
安
文
学
形
成
史
で
あ

　
っ
て
、
女
性
学
・
女
性
史
の
記
述
や
女
性
作
家
の
文
学
史
的
羅
列
で
は
な
い
。

③
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
。

④
中
華
書
局
、
一
九
八
二
。
正
史
は
同
本
。

⑤
婦
人
の
著
作
を
集
め
た
も
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
「
階
志
」
に
「
爲
婦
人
作
」
（
一

　
〇
八
二
頁
）
と
注
記
さ
れ
る
。

⑥
『
四
庫
全
書
簡
明
目
録
』
が
「
清
照
錐
女
子
而
詞
格
高
秀
、
乃
與
周
、
柳
抗
行
」
（
八

　
九
二
頁
）
と
説
く
の
は
、
そ
も
そ
も
女
性
の
著
述
が
公
に
認
知
さ
れ
に
く
か
っ
た
背

　
景
を
示
す
。

⑦
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
を
参
照
す
る

　
と
、
列
女
・
皇
后
の
項
目
そ
れ
ぞ
れ
、
「
全
漢
文
」
六
名
、
一
〇
名
、
「
全
後
漢
文
」

　
一
〇
名
、
六
名
、
「
全
三
国
文
」
二
名
、
四
名
、
「
全
晋
文
」
一
七
名
、
五
名
、
記
載
。

⑧
「
新
唐
志
」
史
部
、
儀
注
類
に
「
唐
瑛
婦
人
書
儀
八
巻
」
等
。
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⑨
謹
正
壁
『
中
国
女
性
的
文
学
生
活
』
（
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
八
）
は
、
漢

　
代
社
会
で
は
、
貞
節
が
提
唱
・
奨
励
さ
れ
な
が
ら
も
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ

　
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
宋
代
以
後
、
貞
節
が
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
説
く
（
七

　
〇
頁
）
。

⑩
中
島
み
ど
り
訳
注
『
列
女
伝
』
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
）
解
説
は
、
『
列
女
伝
『
が
、

　
　
「
面
白
い
歴
史
物
語
」
「
女
英
雄
の
活
躍
す
る
痛
快
な
冒
険
物
語
」
と
し
て
も
読
ま
れ

　
て
い
た
、
と
考
察
し
て
い
る
。

⑪
『
文
心
彫
龍
』
明
詩
篇
（
『
文
心
彫
龍
註
』
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
）
は
、
「
而
辞

　
人
遺
翰
、
莫
見
五
言
、
所
以
李
陵
班
捷
好
、
見
疑
於
後
代
也
」
（
六
六
頁
）
と
の
べ
る
。

　
ま
た
、
『
文
選
』
（
『
胡
本
文
選
』
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
九
）
巻
二
十
七
、
班
捷
好
「
怨

　
歌
行
」
の
李
善
注
は
、
「
歌
録
日
、
怨
歌
行
古
辞
、
然
言
古
者
有
此
曲
而
班
捷
好
擬
之
」

　
　
（
十
七
葉
右
）
と
説
く
。

⑫
『
詩
品
』
上
（
『
詩
品
集
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）
九
四
頁
。

⑬
黄
嬌
梨
『
漢
代
婦
女
文
学
五
家
研
究
』
第
四
章
「
班
昭
」
八
七
頁
参
照
。

⑭
『
詩
品
』
中
、
一
九
七
頁
。

⑮
徐
淑
の
作
品
は
、
『
玉
蔓
新
詠
』
に
収
め
ら
れ
る
五
言
の
楚
体
作
品
以
外
、
『
文
選
』

　
巻
五
十
五
、
劉
峻
「
廣
絶
好
論
」
の
李
善
注
に
、
「
秦
嘉
妻
詩
日
、
何
用
叙
我
心
、
惟

　
思
致
款
誠
」
（
六
葉
左
）
と
五
言
句
が
引
か
れ
る
。
だ
が
こ
の
部
分
は
、
『
玉
壷
新
詠
』

　
巻
一
に
、
「
秦
嘉
贈
婦
詩
」
其
三
の
句
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
玉
壷
新
詠
箋
注
』

　
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
三
一
頁
（
惟
は
遺
に
作
る
）
。
『
文
選
』
の
「
胡
氏
考
異
」

　
巻
十
は
、
「
案
婦
上
當
有
贈
字
、
各
本
皆
脱
」
（
一
葉
左
）
と
指
摘
す
る
。
鍾
燦
の
評

　
価
対
象
と
し
た
徐
淑
の
五
言
詩
は
、
す
で
に
侠
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

⑯
亀
山
朗
「
秦
嘉
『
贈
婦
詩
』
の
漢
代
詩
と
し
て
の
新
し
さ
」
（
『
高
知
大
国
文
』
一
九
、

後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
1
福
山

　
一
九
八
八
）
七
頁
参
照
。

⑰
『
三
国
志
』
魏
書
、
武
宣
沐
皇
后
傳
。

⑱
『
文
選
』
巻
二
十
九
、
一
葉
左
～
八
葉
左
。

⑲
王
運
煕
『
楽
府
詩
述
論
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
）
「
漢
代
的
俗
楽
和
民
歌
」

　
（
初
出
、
一
九
五
五
）
二
三
八
頁
参
照
。

⑳
張
衡
は
そ
の
先
例
で
あ
ろ
う
。
拙
著
「
張
衡
『
四
愁
詩
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
漢
代
情
歌

　
と
し
て
の
一
面
1
」
（
『
中
国
文
人
の
思
考
と
表
現
』
汲
古
書
店
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

⑳
『
後
漢
書
』
董
祀
妻
傳
注
（
二
八
○
○
頁
）
に
引
か
れ
る
「
列
女
後
傅
」
・
劉
昭
「
幼

　
童
傅
」
や
、
『
楽
府
詩
集
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
）
巻
五
十
九
、
「
胡
笏
十
八
拍
」

　
解
題
（
八
六
〇
頁
）
所
引
の
「
察
淡
別
傅
」
・
「
胡
茄
曲
序
」
等
。

⑳
『
後
漢
書
』
巻
八
十
四
、
曹
世
叔
妻
傳
、
二
七
九
〇
頁
。

⑳
松
本
幸
男
『
魏
晋
詩
壇
の
研
究
』
（
中
国
芸
文
研
究
会
、
一
九
九
五
）
第
二
章
「
五
言

　
詩
成
立
の
諸
問
題
」
一
一
六
頁
参
照
。

⑳
『
後
漢
書
』
董
祀
妻
傳
、
二
八
○
○
頁
。

⑳
た
と
え
ば
陳
琳
・
王
粟
が
従
軍
の
道
程
に
お
い
て
「
神
女
賦
」
を
詠
ん
だ
の
は
建
安

　
十
三
年
（
二
〇
八
）
、
曹
丞
が
王
藥
に
制
作
を
命
じ
た
早
い
時
期
の
作
品
「
浮
潅
賦
」

　
は
建
安
十
四
年
（
二
〇
九
）
の
作
、
劉
偵
が
曹
丞
に
詩
を
贈
っ
た
の
は
建
安
十
三
年

　
（
二
〇
八
）
に
劉
槙
が
曹
操
軍
に
帰
属
し
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
松
本
前
掲
書
、

　
第
三
章
「
曹
氏
詩
壇
の
成
立
」
第
三
項
参
照
。

⑳
「
十
六
年
春
正
月
、
天
子
命
公
世
子
丞
爲
五
官
中
郎
將
、
置
官
属
、
爲
丞
相
副
。
」
（
『
一
二

　
国
志
』
魏
書
、
武
帝
紀
）
三
四
頁
。
「
始
文
帝
爲
五
官
將
、
及
平
原
侯
植
皆
好
文
学
、

　
簗
與
北
海
徐
幹
字
偉
長
、
広
陵
陳
琳
字
孔
璋
、
陳
留
院
璃
字
元
喩
、
汝
南
磨
現
字
徳

　
漣
、
東
平
劉
槙
字
公
幹
並
見
友
善
。
」
（
『
一
二
国
志
』
魏
書
、
王
藥
傳
）
五
九
九
頁
。
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山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
第
十
五
巻
第
四
号

⑳
曹
丞
「
登
壷
賦
」
序
、
「
建
安
十
七
年
、
春
遊
西
園
、
登
銅
雀
壷
、
命
余
兄
弟
並
作
。
」

　
　
（
『
藝
文
類
聚
』
《
中
文
出
版
社
、
一
九
八
○
》
巻
六
十
二
、
居
処
部
二
「
台
」
）
＝

　
二
〇
頁
。
『
三
国
志
』
魏
書
、
陳
思
王
植
傅
、
「
時
鄭
銅
雀
壷
新
成
、
太
祖
悉
將
諸
子

　
登
蔓
、
使
各
為
賦
。
」
五
五
七
頁
。

⑱
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
、
人
部
十
四
「
怨
」
、
五
四
二
頁
。

⑳
「
寡
婦
賦
」
は
、
院
璃
没
の
建
安
十
七
年
（
一
＝
二
）
頃
の
作
。
「
棄
婦
篇
」
も
同
じ

　
頃
の
会
詠
と
思
わ
れ
る
。
松
本
前
掲
書
、
第
三
章
「
曹
氏
詩
壇
の
成
立
」
一
四
七
、

　
一
四
八
頁
参
照
。

⑳
膠
国
棟
『
建
安
辞
賦
之
伝
承
與
拓
新
』
（
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
第
三
章
は
、
婦

　
女
モ
チ
ー
フ
の
賦
を
比
較
し
、
建
安
時
代
の
作
品
が
両
漢
に
比
べ
激
増
し
て
い
る
こ

　
と
を
数
値
を
あ
げ
て
指
摘
す
る
。

⑳
『
後
漢
書
』
董
祀
妻
傳
、
八
〇
一
～
八
〇
三
頁
。

⑫
「
仇
池
筆
記
」
（
『
百
部
叢
書
集
成
』
《
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
》
「
龍
威
秘
書
」
所

　
収
）
六
葉
左
。

⑳
下
見
隆
雄
『
孝
と
母
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
ー
中
国
女
性
史
の
視
座
ー
』
（
研
文
出
版
、
一

　
九
九
七
）
H
「
孝
と
母
性
」
参
照
。

⑭
『
禮
記
正
義
』
（
『
十
三
輕
注
疏
整
理
本
』
《
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
》
所
収
）

　
一
七
三
二
頁
。

⑳
『
後
漢
書
』
漏
術
傳
、
九
七
四
頁
。

⑯
『
文
選
』
巻
十
三
、
禰
衡
「
鵬
鵡
賦
」
、
二
十
二
葉
右
。

⑰
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
四
、
人
部
十
八
「
哀
傷
」
、
六
〇
〇
頁
。

⑱
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
四
、
人
部
十
八
「
哀
傷
」
、
六
〇
一
頁
。

⑲
『
文
選
』
巻
十
六
、
播
岳
「
寡
婦
賦
」
李
善
注
、
二
十
三
葉
右
。

⑳
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
四
、
人
部
十
八
「
哀
傷
」
、
六
〇
一
頁
。

⑪
『
文
選
』
巻
十
六
、
播
岳
「
寡
婦
賦
」
李
善
注
、
十
九
葉
左
。

⑫
『
文
選
』
巻
十
六
、
播
岳
「
寡
婦
賦
」
、
十
九
葉
左
。

⑬
た
だ
し
、
李
善
は
、
『
藝
文
類
聚
』
が
「
魏
丁
虞
妻
寡
婦
賦
日
…
」
と
引
く
の
と
異
な

　
り
、
「
丁
儀
妻
寡
婦
賦
日
…
」
と
し
て
い
る
。
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后1又末期・建安文学的形成和「女性」

後
漢
末
・
建
安
文
学
の
形
成
と
「
女
性
」
i
福
山

福 山 泰 男

　在思考杓成后収末期・建安文学的各神主要因素的吋候，不能忽略的是“女性”的存在。女

性的神紳状恣・境遇，是建安文学特別給予美心的打写対象之一。和此同祥引起注意的是，以

女性作者冠名的文学創作是杁活既干后汲中期，和帝（89－105）吋期的班昭起升始星目的。

　在本稿，首先概双了登泉在圏弗目最中的女作家作品集的友展。唐宋之前，尽管和明代相比

女作家的数目較少，但在双末魏晋吋期，女作家的存在逐是比較引人注目的。宜到収末・建安

吋期的女作家的創作活幼，可以悦是有着遠祥的変化銭索，在文学史上具有倹値。遊而，本稿

就后汲中期的班昭到建安吋期的察瑛・丁虞的妻子等「女性」在文学史上所起的特殊作用作了

一些槍述。

　但是，有象藥瑛作品的真假槍，和将作者拡作成女性的例子是有吋被看作的《玉代新啄》一

祥的沈佑，将女性的作品恰当的編入文学史吋也帯有困唯。男一方面，与作者是男性或是女性

元美，美干女性杁女性的視角如何被描写，大概也有探求的必要咀。

　在本稿，嗣述了具有遠祥丙面課題的“女性”及其和建安文学的形成有着何秤美系的草率推

測。

　可以遠祥杁力，在形成建安文学的“女性”不仮作力激友創作主題根重要，即使作力新的文

学制作者所承担的角色也井不微小。
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